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は じ め に

エボシダイ科スジハナビラウオ属魚類 Psenes は体

高が高く，通常，標準体長の４０％以上を占めること，

背鰭起部は胸鰭基底上端よりも前方に位置すること，

一部の種を除き背鰭前方鱗被鱗域前端は眼窩後端より

も後方に位置することなどによって特徴づけられ

（Haedrich１９６７；Haedrich and Horn１９７２；Last２００１），

日本からはクラゲウオ P. arafurensis Günther，１８８９，

スジハナビラウオ P. cyanophrys Valenciennes，１８３３，

シマハナビラウオ P. maculatus Lütken，１８８０，および

ハナビラウオ P. pellucidus Lütken，１８８０の４種が知ら

れる（中坊・土居内２０１３）．そのうち，ハナビラウオ

Psenes pellucidus Lütken，１８８０は長崎県内において，

五島列島からのみ報告されていた（山田ほか２００７；

中坊・土居内２０１３）．

鹿児島大学総合研究博物館所蔵標本の中から，西海

市松島産のハナビラウオ１個体が確認された．本標本

は西海市における本種の初記録となるため，ここに報

告する．

材料と方法

計数・計測方法は Haedrich（１９６７）にしたがった．

標準体長は体長と表記し，体各部の計測はデジタルノ

ギスを用いて０．１�までおこなった．本報告に用いた
標本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管

されている．

結果と考察

Psenes pellucidus Lütken，１８８０

ハナビラウオ（図１）

標本 KAUM-I．７７１０２，体長５５．０�，長崎県西海市
松島，地曳網，１９８９年６月７日．

記載 背鰭条数�‐�，２８；臀鰭条数�，２７；胸鰭
条数１８；腹鰭条数�，５；鰓耙数７＋１４；側線有孔鱗
数１１５．

体各部測定値の体長に対する割合（％）：頭長３６．２；

胸鰭長２９．１；腹鰭長４１．６；背鰭前長３８．８；臀鰭前長

６３．３；体 高５９．３；尾 柄 高６．９；眼 径１０．９；上 顎 長

１２．４；眼隔域幅１０．５．

体は円盤状を呈し，著しく側扁する．体高は第１第・

２背鰭間で最大．体腹縁は吻端から第２背鰭起部にか

けて上昇し，そこから尾鰭基底上端にかけて緩やかに

下降する．体腹縁は下顎先端から腹鰭起部にかけて下

降し，そこから臀鰭起部にかけて直線状を呈し，体軸

と並行となる．臀鰭基底から尾鰭基底下端にかけての

体腹縁は上昇する．背鰭起部は鰓蓋後端よりも前方，

背鰭基底後端は臀鰭基底後端の直上にそれぞれ位置す

る．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりも前方，背鰭第４棘

起部直下に位置し，胸鰭基底下端は腹鰭基底後端より

も僅かに後方に位置する．胸鰭後縁は丸く，後端は背

鰭第４軟条起部直下に達する．腹鰭起部は胸鰭基底上

端よりも僅かに後方，腹鰭基底後端は胸鰭基底下端よ

りも僅かに前方に位置する．たたんだ腹鰭の後端は臀

鰭第１５軟条起部直下に達する．臀鰭起部は第２背鰭起

部よりも僅かに前方に位置する．眼と瞳孔は正円形を

呈する．鼻孔は２対で眼の前方に位置し，前鼻孔，後

鼻孔ともに正円形をなす．口は小さく，上顎後端は瞳

孔の先端直下に達しない．上顎は下顎よりも前方に突

出する．上顎には小円錐歯が１列に並ぶ．下顎には薄

い小刀状の歯が１列に並ぶ．肛門は臀鰭起部直前に位

置する．体は薄い円鱗に被われ，臀鰭を除く各鰭，吻

部，鰓蓋後部，および両顎は無鱗．臀鰭の各軟条間に

は小鱗が背腹方向に１列に並ぶ．背鰭前方鱗被鱗域の

先端は眼窩の後端に達しない．側線は完全で，鰓蓋上

方から尾鰭基底にかけて体背縁と並行にはしる．鰓弁

は細長く，先端は丸みを帯びる．擬鰓上にはフィラメ

１）〒８９０‐００６５ 鹿児島市郡元１‐２１‐２４ 鹿児島大学大学院連合農学研究科
２） 〒８９０‐００６５ 鹿児島市郡元１‐２１‐３０ 鹿児島大学総合研究博物館
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ント状の鰓弁をそなえる．

色彩 固定後の色彩―体背面と体側上部は一様に淡

い黄褐色を呈し，体側下部から体腹面にかけては銀白

色．体側上部には黒色色素胞が密在する．第１背鰭と

腹鰭は一様に茶褐色．第２背鰭と臀鰭は淡白色を呈し，

縁辺部と中央部に計２本ずつ褐色縦帯がはいる．胸鰭

と腹鰭は一様に乳白色を呈し，黒色色素胞が散在する．

分布 全世界の温帯から熱帯域にかけて広く分布す

る（Haedrich１９６７；Last２００１；Ho et al.２００７；山田ほ

か２００７；中坊・土居内２０１３；Chen and Thang２０１５）．

日本国内においては北海道釧路から土佐湾にかけての

太平洋沿岸，新潟県佐渡ヶ島から長崎県五島列島にか

けての日本海・東シナ海沿岸，愛媛県伊予市，山口県

大島，および沖縄島から知られていた（Haedrich１９６７；

中坊・土居内２０１３）が，本研究により，長崎県西海

市松島における分布が確認された．

備考 松島産の標本は，体が著しく側扁し，体高が

体長の５９．３％であること，背鰭条数が�‐�，２８，臀
鰭条数が�，２７であること，下顎には薄い小刀状の歯
が１列に並ぶこと，背鰭前方鱗被鱗域の前端が眼窩の

後端に達しないことなどが，Haedrich（１９６７），Haedrich

and Horn（１９７２），Last（２００１），および中坊・土居内

（２０１３）の報告した Psenes pellucidus の標徴とよく一

致した．本種は下顎には薄い小刀状の歯が１列に並ぶ

こと，背鰭鰭条数が�‐�，�‐�，２７‐３２，臀鰭鰭条
数が�，２６‐３１，胸鰭軟条数が１８‐２０であること，背鰭
前方鱗被鱗域の前端が眼窩の後端に達しないことなど

で同属他種と容易に識別される（Haedrich１９６７；Hae-

drich and Horn１９７２；Last２００１；中坊・土居内２０１３）．

本種は日本国内において北海道釧路（松原１９５５），

宮城県大谷村（現気仙沼市；Abe１９５４），茨城県（茨

城の海産動物研究会２００４），久慈川河口沖（茨城の海

産動物研究会２００７），東京湾（岡田・松原１９３８），神

奈川県三浦半島南西部（工藤・岡部１９９１），三浦市三

崎（Tomiyama１９５４），二宮町（林・西山１９８０；浜口

１９９１），静岡県伊豆半島沿岸（岡村１９９７），沼津市大

瀬崎（吉野２００８；峯水・松沢２０１０），和歌山県（宇

井１９２４），串本町（加藤２０１４），白浜町，田辺湾，み

なべ町（池田・中坊２０１５），高知県（宇井１９２４），室

戸市椎名，須崎市（Kamohara１９５２），兵庫県淡路島

（米田２０１３），新潟県佐渡ヶ島（本間ほか１９８４），富

山湾（片山１９４０；魚津水族博物館１９９７），石川県能

登町（坂井２０１０），福井県若狭湾（Takegawa and Mor-

ino１９７０），兵庫県日本海沿岸（鈴木ほか２０１０；Shino-

hara et al.２０１１），浜坂町穴見沖（鈴木・宇野１９９３），

山口県北方（山田ほか２００７），萩市沖（松原１９５５），

山口県下関市響灘沿岸（土井ほか２０１５），鹿児島県長

島列島長島（並田１９７７），および沖縄島（Ibarra and

Stewart１９８７）などから報告されている．長崎県内に

おいては，山田ほか（２００７）によって五島列島におけ

る分布が報告されているのみであった．したがって，

本研究の記載標本は西海市における本種の初めての記

録となる．
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